
入会していただいた方への謝意の表明として、広報誌の定期送付、メールを活用した情報発信のほか次の特典を用意しています。

ご寄附いただいた寄附金については、下記の基準により課税所得から控除されます。本学からお送りする寄附金領収書を控除明細書
としてご利用いただき、確定申告によりお手続きをしてください。

会員名簿

新潟大学へのご寄附は、税法上の優遇措置が受けられます。

その年の寄附した寄附金が2,000円を超える場
合、その超えた金額が該当年の所得から控除さ
れます。ただし、寄附金の額が総所得金額等の
40%を上回る場合は、40%が限度となります。

個人からの寄附（所得税法第78条第2項第2号、地方自治体の条例）

法人からの寄附（法人税法第37条第3項第2号）全額損金算入が可能です。

入会いただいた皆様のご支援に感謝し、会員名
（公表に同意をいただいた場合）を、新潟大学サ
ポーター倶楽部会員名簿として新潟大学基金
ホームページや大学広報誌に掲載いたします。

駅南キャンパスときめいと使用申込の優遇
使用申請の受付期間が学内者と同様の取り扱いとなり、一般の方よりも優遇されます。

芳名板
新潟大学サポーター倶楽部会員
名簿として、会員期間中、附属図
書館1階インフォーメーションラウ
ンジに会員名を掲載いたします。

個人
寄附金額  10万円以上

50万円以上
感謝状贈呈
上記に加え、記念品の贈呈

法人・団体
寄附金額  50万円以上

200万円以上
感謝状贈呈
上記に加え、記念品の贈呈

所得税の優遇措置
寄附をした翌年の1月1日現在、新潟県内にお住まいの方は、寄附した年の翌年の個人住民税10%が軽減さ
れます。
※ただし、関川村にお住まいの方は、村条例により県民税4%のみの軽減となっています。
※新潟県外にお住まいの方は、それぞれの都道府県・市町村により取扱いが異なりますので、お住まいの都道
府県・市町村にお問合せ願います。

個人住民税（県民税・市町村税）の優遇措置

「新潟大学サポーター倶楽部」へのご入会のお申し込みやお問い合わせはこちらへ

入会のご案内

サポーター倶楽部サポーター倶楽部

新潟大学サポータ一連携推進室
〒950-2181 新潟市西区五十嵐2の町8050
TEL 025-262-5651 ・ 6010 ・ 6356（電話受付 9:00～17:00 土日祝日除く）
FAX 025-262-7796 
【e-mail】  kikinjimu@adm.niigata-u.ac.jp
【HP】  https://www.niigata-u.ac.jp/university/donation/supporters/ 発行 2023年3月

私たちは「新潟大学サポーター倶楽部」の幹事として
新潟大学を応援します。(50音順）

亀田製菓㈱ ㈱キタック ㈱コメリ ㈱コロナ JA新潟中央会

㈱福田組 ㈱ブルボン 北越工業㈱ 北陸ガス㈱㈱BSNアイネット

日本精機㈱㈱第四北越銀行 新潟綜合警備保障㈱

新潟大学は、「未来のライフ・イノベーションのフロントランナーとなる」を
ミッションと定め地域の中核を担い国際社会で活躍する人材を輩出するため、

「新潟大学基金」への寄附を通して以下の事業を推進しています。

皆様からの継続的なご支援をお願いします。

教育施設整備
への支援

学生の修学
支援

01 03

国際交流
への支援

02

新潟大学

お問い合わせ
フォームは
こちらです

会員の皆様へ

寄附金に対する税法上の優遇措置

謝意の表明

寄附の税法上の優遇措置について

本学からお送りする「寄附金領収書」を添付して、翌年3月15日までに、最寄の税務署で確定申
告を行なってください。
※税務署で確定申告を行なうと、所得税と個人住民税の両方の控除を受けることができます。

1　所得税と個人住民税の控除を受けようとする場合
本学からお送りする「都道府県民税・市町村民税額控除申
告書」に「寄附金領収書」を添付して、翌年3月15日までに、
お住まいの市町村税務窓口で申告を行なってください。

2　個人住民税のみ控除を受けようとする場合

課税所得から控除を受けるには



　年1回開催し、倶楽部及び新潟大学基金の事業や収支の状況を報
告します。また、倶楽部の支援を基に実施している奨学金制度の受
給者等である学生から、それぞれの活動の成果報告を行います。
　報告会終了後、情報交換会を開催し、会員及び大学教職員・学生
との交流による情報交換を行います。

　2022年の報告会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点によ
り、対面とオンラインを併用したハイブリッド形式にて開催しました。会
員、学生（留学生を含む。）、大学教職員の計114名の参加があり多くの
方々から「有意義な会であった」等の感想が寄せられました。

　新潟大学は、1949年5月に新制国立大学として発足して以来、新潟という地において、地
域と世界の発展に資する「知の拠点」としての重要な役割を果たしてきました。現在は、10学
部5大学院研究科、２研究所、医歯学総合病院等からなり、約13,000人の学生と約3,000人
の教職員を擁する全国有数の大規模総合大学となっています。
　一方で、日本の国立大学は2004年に国立大学法人に移行し、独自の財政基盤づくりが各
大学法人に求められるようになりました。そのため、新潟大学では、2009年に「新潟大学基
金」を創設し、時代に即した質の高い教育・研究の推進、社会への貢献をするための基盤整
備のためのご寄附を募ってきましたが、その一環として、2016年3月に新たな仕組みとしての
「新潟大学サポーター倶楽部」を創設しました。
　本倶楽部は、新潟大学の活動を継続的にご支援していただける企業や法人・個人の方々
に入会いただくものです。会員の皆様には、年会費を「新潟大学基金」に寄附金として納入し
ていただき、その基金は新潟大学の「学生の修学支援」、「国際交流」、「教育施設整備」に関わる整備に活用させていただ
きます。一方で、会員の皆様には、本学の広報誌を定期的にお送りするとともに、年1回の報告会・情報交換会において、本
倶楽部から得られた基金で実施している多種多様な活動のご紹介と、この基金で支援を受けた学生との直接的な交流の
場を提供させていただいています。
　新潟大学は、「自律と創生」という本学の理念のもとに、地域と国際社会に貢献する知の拠点として、最先端の研究活動
を展開しています。幕末の開港５港の一つである新潟市で、日本の「知のゲートウエイ」としての役割をさらに明確にしなが
ら、今後ますます活発な人材交流と頭脳循環を図り、魅力ある活動を展開していきます。その中で、企業をはじめ多くの
方々の期待に応えることができるような質の高い人材、現代社会の課題に的確に対応できる多様な人材の育成を推進し
ます。
　皆様におかれましては、「新潟大学サポーター倶楽部」の趣旨にご賛同の上、ぜひともご入会いただき、新潟大学への
継続的なご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

新潟大学長
牛木 辰男

新潟大学サポーター倶楽部への入会のお願い

Q3. 会員期間はどう設定すればいいの？

任意の期間でご設定いただけます。A3.

経済的理由で大学進学が困難な高校生に対して、入学時に必要な
学資の一部を奨学金として入学前に40万円給付するものです。
加えて、希望すれば本学の学生寮（五十嵐寮）を優先的に確保し
ます。（平成23年度入学者から実施しているもので、国立大で初の
制度です。）

輝け未来!!新潟大学入学応援奨学金

第2年次以上の学生のうち、前年度の成績評価が上位である
者に対し、各学部（医学部は各学科）各年次から3人に年額10
万円を給付する本学独自の奨学金です。（平成18年度創設）

新潟大学学業成績優秀者奨学金

外国人留学生に対する奨学事業、海外に留学する学生に対
する奨学事業、その他国際交流活動に必要な事業を支援し
ました。

国際交流活動支援事業

新型コロナウイルスの影響により、経済的に困窮し、その修
学及び生活の継続が危機的状況にある学生に対し、緊急避
難措置としての一時金を給付、緊急に学資が必要となった学
生に対して支援金を貸与しました。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う修学支援
（新型コロナ対策サポートパッケージ）

経済的理由により進学を断念せざるを得ない学業成績が優秀な
学生に対して、進学時に必要となる学費の一部を奨学金として
30万円を給付する本学独自の奨学金です。（平成30年度創設）

新潟大学大学院博士課程奨学金

【令和4年度までの採択状況等】
累計：申請者数1,244人／受給者数385人／
支給額154,000,000円

【令和3年度の受給状況】
受給者数485人／支給額18,606,000円

【令和4年度までの採択状況等】
累計：申請者数64人／受給者数58人／
支給額17,400,000円

新潟大学基金を活用した主な事業実績

新潟大学サポーター倶楽部の概要

新潟大学基金

年会費として
新潟大学基金へ
ご寄附

たくさんの企業の皆さんから届いた寄付金が、学びたいという意欲の
ある学生の皆さんにしっかり届いているということが改めて分かりま
した。

貴重な機会に参加させて頂き、誠に有難うございました。報告会では
学生の皆さんの様々な活動を知ることができ、良かったです。学ぶべ
きことに自ら気づいて行動し、インターンシップや学生生活で学び、
将来像をきちんと描かれており素晴らしいと感じました。

報告会では学生の皆様の目標に向かって日々学生生活に取り組まれ
ている様子を直接お伺いすることができたり、また、情報交換会では
大学関係者の皆様や、学生の方、他業種の企業の皆様と様々な話題
について話し合うことができ、大変有意義な時間でした。

この度はご参加させて頂き感謝申し上げます。学生様からのお話を聞ける
機会は余り御座いませんでしたので、とても参考になりました。また、学生様
のフレッシュ感を感じることもでき、とても良い刺激を受けることが出来まし
た。今後もご参加させて頂きたいと思います。ありがとうございました。

地域の中核を担い国際社会で活躍する人材を輩出するため、新潟大学が行う「学生の修学支
援」「国際交流」「教育施設整備」の推進について、「新潟大学基金」への寄附を通した支援を行
うとともに、会員への情報発信により新潟大学と会員及び地域社会の連携と発展を目指す。

趣旨目的

ご寄附（年会費の納入）

・学生の修学支援
・国際交流
・教育施設整備

幹事会
サポーター倶楽部報告会

幹事企業

企業

会長：新潟大学長

団体 個人

学生支援

報告会について

①倶楽部会員　②大学関係者　③支援を受けて活躍した学生
年1回
①幹事会の議事内容について報告　②支援を受けた学生の成果報告
③情報交換会（参加者による交流会）

参 加 者
開催時期
内　　容

幹事会について

①幹事企業　②全学同窓会会長、副会長　③学長、理事
年1回
①前年度の収支・事業報告　②当該年度の収支見込・事業計画説明
③新規会員募集計画について協議
④新潟大学の取組の状況報告と意見交換

組　　織
開催時期
内　　容

新潟大学サポーター倶楽部

年会費
法人

1 5万円口 1 1万円口

個人

サポーター倶楽部　報告会・情報交換会の開催

学生の成果報告の様子

参加者の声

情報交換の様子

Q4.サポーター連携推進室はどんな活動をしているの？

最新情報はTwitterをご覧ください！A4.
Q2.どんな方が会員になっているの？

現在の会員様一覧はQRからご覧ください。A2.
Q1. 報告会の開催はいつ頃？

毎年11月末頃に開催予定です。A1.Q&A


